
　令和4年度第2回理事会を以下の通り開催いたしました。

　事業の進捗や、重大交通事故、労働災害の発生状況等

について報告した他、3つの議案を上程し、15年間続いた「ト

ラックこども 110 番運動」の終了、一方では人材確保の一

助とすべく全国的な取り組みとなる「求人サイト」構築への

参加、そして、8 月下旬の爆発的な新型コロナウイルス感染

症拡大状況等を踏まえ、関係協力先の団体・企業・会員事

業者に配慮して「トラックフェスタ」ならびに「エコドライ

ブコンテスト（各支部での省燃費安全運転講習会含む）」の

中止をそれぞれ決定いたしました。

日時・場所 令和４年８月２３日（火）　13︓30 ～15︓00　岩ト協総合研修会館（矢巾町）大研修室

出席者・議事 理事 24 名　監事 2 名　事務局

議案第 1号 令和４年度下期事業について

議案第 2 号 全ト協「求人情報サイト」構築に係る岩ト協の参加について

議案第 3 号 「トラックの日」事業の実施について

令和 4 年度第２回 理事会開催状況について

　燃油の価格上昇が運送事業者の経営に及ぼす影響を緩和

し、社会インフラとして重要な運送事業者の事業の維持及

び確保を図るため、岩手県は、県内で貨物自動車運送事業

を営む事業者に対し支援金を支給する取り組みを行いまし

た。当協会では岩手県より受託し、支援金申請の受付を行

いましたので、下記の通りご報告いたします。

※８月３１日をもって本支援金事業の受付は終了しています

申請期間 令和４年７月１１日～８月３１日（水）　

申請事業者数 651事業者

運輸事業者運行支援緊急対策費について

※令和４年 8 月 31 日時点

申請車両数 11,395 台（軽貨物含む）

支援金額 262,085,000 円

　９月５日～６日(月・火 )の２日間、全ト協との共催で災害

物流専門家研修を当協会総合研修会館において実施しまし

た。会員事業者２２名、その他、オブザーバーとして各自治

体関係者より３名が参加致しました。講師として（株）NX

総合研究所 取締役 大島 弘明氏、コンサルタント 興村 徹氏

の両名をお招きし、研修テキストをもとに近年の災害におけ

る支援物資の物流や、災害物流専門家の役割、拠点や輸送

マネジメントについて受講しました。研修 2 日目はグループ

討議を行い、「物資拠点レイアウトの作成」について車両や

人員の動線などを図面に配置し、必要とした資機材や安全

面に配慮した点なども交え発表しました。

令和 4 年度　災害物流専門家研修を実施


